
流山小学校１日の流れ 

 職員（児童）の動き 留意点 

登校 

7:45～ 

8:10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・登校前には教室、廊下、トイレの窓を開けておく 

・昇降口で非接触型温度測定器による検温を実施。（全員） 

【昇降口職員配置】 

南校舎（体温計８台）     北校舎（体温計４台） 

              各学年２名＋担外２名 

              （検温） （全体・再検温） 

  ※担外１名は正門で安全指導 

  

 検温 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

・検温が終わったら校舎内に入るよう指示する。 

 ※集中するときは時間差をつける。 

 

 

 

 

・密にならないようにする 

・前髪をあげておでこを出すよう 

 にすると正確に測れる。 

37.0℃以上は通常の体温計 

 で再検温する。 

 （担当：全体指導の担当職員） 

※再検温でも 37.0℃以上あり、

朝の健康観察カードより高い 

場合は保健室に行かせる。体温

計はアルコール綿で消毒する。 

・マスク着用しているか確認する 

基本的にずっと着用する。忘れ

た児童は保健室に借りに行く

よう指導する。 

※午後からの登校も同様に行う。 

（1.2 年はなし） 

廊下で 

手洗い 

健康 

チェック 

・教室に入る前に、手洗いをさせる。 

・この時点での体調不良者がいないか確認する。 

いた場合は早退させる。保健室に連絡する。 

 待機場所は保健室 or 校長室 

 （その時の状況でどちらかにするか決定します） 

・密にならないようにする。 

（昇降口で調整は行っている） 

※自分のハンカチを使う。 

 ない場合は、教室のペーパータ

オルを使用 

教室で 

健康観察 

・健康観察カードの確認（検温忘れ、症状チェック） 

登校後の廊下での声かけと合わせてＷチェックになる。 

・健康観察表の記入、保健室への提出 

・症状があった場合は、風邪症状

かどうかの確認をする。 

・保健室前廊下に提出 

授業中 ・常時２方向開けて換気（エアコン使用時も同じ） ・上着で調節するよう指導する 

休み時間 

手洗い 

・大きく窓をあけて換気 

・トイレの後、外から入ってきた時の手洗いをさせる。 

・他のクラスの様子をみて、密に

ならないように時間を設定する 

給食 

手洗い 

・配膳前の手洗いをさせる。 

・配膳台の消毒をする。分散登校の期間は、盛り付けは職

員が行う。 

・机はグループにせず、前向きで会話は控えて食べる。 

・食後の手洗いをさせる。 

・流しが密にならないようにする 

・共有消毒用アルコールを使用 

 

 

・流しが密にならないようにする 

下校  ・昇降口で密にならないように 

消毒清掃 ・下校後に教室、トイレ等の消毒と清掃を行う ・方法は別紙記載 
 

※昇降口担当以外の職員は 

教室（廊下）で手洗い等の指

導を行う。 

 

      

 

 

  

-  -  -  -  -  -  -  - 

○○  ○○  ○○  ○○      

６年  １年 ４年  ５年 

 

 

 

 

 

 

 

 

下   駄  箱 

※自分の下駄箱のあるドア 

の前で検温して中に入る 

※検温場所は特に指定 

 しない 

  

 

 3 年 ２年 

 

       

    ○○  ○○ 

        ３年  ２年 

下 駄 箱 

 

 

 

 6 年 １年  ４年 特支 5 年 

nenn 

検温 

4 年 2 名、5.6 年３名（検温） 

担外１名（全体指導・再検温） 

※１年担任は児童の指導 

※１年担任は児童の指導 

 


